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図4 明治28年測量の大中の湖周辺図

3. まとめ

今回発見された遺構は、「大中の湖南遺跡Jの「小中

の湖」側にあり、浜堤から内湖へ向けて延び、ることが

わかった。第 1遺構・第 2遺構ともに、長さ40m前後

の規模で、矢板・横板などを用いて囲い、その中に石

材を入れて、泥質地への沈み込みを防いでいる。両遺

構とも先端が東方向に屈曲して収束すること、第 1遺

構の南側先端部が石敷遺構から丸太構造に変化するこ

と、「大中の湖南遺跡」が琵琶湖水運の拠点に位置する

ことなどから考えると、遺構の性格は、内湖の縁辺部

に設けられた港湾的な施設であると推測される。水運

の重要性が示されながら、港湾に関わる施設の発見例

は少なく、内湖に構築された古代の港湾施設だとする

と、初めての発見例であり、全国的にも希少例である

と替える。また、斎串や形代などの祭柁遺物が多く出

土していることから、周辺では湖上交通の安全祈願な

どの祭りも行われていたと考えられる。

側板や横材に長大な大型材を使用していること、第

1遺構では各板材が精巧に組み合わされていること、

大量の石材が山から運び込まれたものであることなど

から考えると、この施設を構築する際には多くの労力

が使われたことがわかる。

なお、発見された遺構は、地権者をはじめ地元およ

び関係各機関のご理解により、現地保存されている。

(側滋賀県文化財保護協会坂梨咲子)
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